
自治医科大学附属病院　診療科別プログラム　フォーマット

初期研修医（ジュニアレジデント）

1 診療科名 放射線科

2 診療科紹介

・ 脳神経から頭頸部、胸部、腹部、骨関節、小児など、全身のあらゆる部位の画像診断

や放射線治療を行っており、どの領域の、どの検査にも対応できる画像診断／放射線治

療研修に力を注いでいます。

・ 必修研修科以外に、選択科として「放射線科」を研修することが可能です。

・ 初期研修中のいずれの時期にもローテーションすることが可能です。

・ 研修期間は１か月単位で、１か月や２か月、それ以上の延長の相談にのります。

・ 画像診断は、すべての科において必要不可欠な医療です。研修をして損はありませ

ん。

・ 放射線治療は担癌患者の治療法のひとつです。研修をして治療方針の幅を広げましょ

う。

3 臨床研修指導医
森　墾、白井克幸、松木充、藤田晃史、古川理恵子、篠崎健史、木島茂喜、大竹悠子、

藤井裕之、菊地智博、國友直樹

4 研修概要（特徴）
・各科の診療の基盤となる各種画像検査（エックス線、エックス線造影、CT、MRI、核

医学検査）の画像診断を、多岐にわたって行っています。放射線治療研修も可能です。

5 研修内容（方略）

・　臓器・領域別（脳神経、骨・関節・軟部、頭頸部、胸部、腹部・泌尿器、女性生殖

器、消化管、心大血管系、小児など）やモダリティ（CT、MRI、エックス線写真、核医

学、小児超音波）別に、もしくは総合的に読影研修を計画的に行うことができます。

・　各種検査の現場に立ち会うことで、検査の適応や注意点を確認できます。

・　スタッフのマンツーマン指導によって、検査の遂行を学び、読影レポートを確定し

ていきます。

・ 血管造影・血管内治療（IVR）や放射線治療などの研修も調整可能です。

・卒後と同時あるいは初期研修中に放射線科医になることを決定した場合は、後期研修

を前倒しすることも可能です。

 (1)一般目標（GIO)

・患者に対する臨床医として必要な基本的態度とマナーの習得　

・チーム医療に参加できる適応性、協調性の習得

・問題対応と安全管理の理解と習得

（2）個別目標（SBO)

・各画像検査法の原理と特徴、画像の基本を理解する。

・各検査方法に使用する造影剤の基本と特徴、禁忌を理解する。

・各検査画像の所見、鑑別診断、最終診断名を理論的に展開でき、読影レポートに記載

することができる。

・放射線治療の原理と主な照射法、治療方針決定のプロセスなどを理解する。

7 週間スケジュール

７-１ 月曜日（午前） 8:30〜診断・治療実習

７-２ 月曜日（午後） 12:30〜医局会　　　　13:30〜17:15 診断・治療実習　　　　　　

７-３ 火曜日（午前） 8:30〜診断・治療実習

７-４ 火曜日（午後） 12：15〜画像診断カンファランス        13:30〜17:15 診断・治療実習

6 到達目標



７-５ 水曜日（午前） 8:30〜診断・治療実習

７-６ 水曜日（午後） 13:30〜17:15 診断・治療実習

７-７ 木曜日（午前） 8:30〜診断・治療実習

７-８ 木曜日（午後） 13:30〜17:15 診断・治療実習

７-９ 金曜日（午前） 8:30〜診断・治療実習

７-１０ 金曜日（午後） （隔週）12：00〜画像診断レクチャー　（非定期）17：00〜病理−画像診断カンファランス

8 経験できる症例
救急症例を含めた入院、外来の画像検査を施行した全ての症例が対象です。

準緊急照射、緩和照射を含め、放射線治療を依頼された症例が対象です。

9 指導医からのメッセージ

画像診断に苦手意識がある人、もう少し読影技術を伸ばしたい人、とにかく画像診断に

興味がある人、放射線治療をみてみたい人、大歓迎です。画像診断、放射線治療を集中

的に研修して、その面白さを一緒に体験しませんか？


